
モ
ノ
づ
く
り
の
底
力

　
第
２
の
創
生
―
。
わ
が
国

は
今
、
新
た
な
国
づ
く
り
に

直
面
し
て
い
る
。
東
日
本
大

震
災
は
東
北
に
多
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
原
子
力
発
電

所
の
大
事
故
は
、
日
本
の
安

心
・
安
全
文
化
を
根
底
か
ら

揺
る
が
す
。
日
本
全
体
に
と

っ
て
「
復
興
」
が
最
大
の
優

先
課
題
で
あ
り
、
復
興
を
通

じ
た
早
期
の
日
本
創
生
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
け
ん
引

役
は
誰
か
。
解
は
明
快
だ
。

産
業
界
、
と
り
わ
け
モ
ノ
づ

く
り
を
軸
と
し
た
日
本
企
業

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が

再
生
へ
の
源
泉
と
な
る
。

　
新
た
な
成
長
は
民
主
導
で

進
め
ら
れ
る
。
民
間
活
力
が

日
本
の
危
機
を
救
う
。
戦
後

復
興
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後

の
立
ち
直
り

。
歴
史
が
そ

の
事
実
を
如
実
に
証
明
し
て

く
れ
て
い
る
。

　
重
工
業
化
か
ら
知
識
集
約

型
産
業
へ
の
シ
フ
ト
を
求
め

た
「

年
代
ビ
ジ
ョ
ン
」
か

ら
早

年
。
日
本
創
生
へ
の

岐
路
に
立
ち
、
わ
が
国
は
産

業
構
造
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
。
「
知
識
型
シ
ス
テ
ム
の

時
代
」
と
経
団
連
の
米
倉
弘

昌
会
長
は
説
く
。
日
本
企
業

お
得
意
の
単
品
型
商
品
の
輸

出
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
売
り
込
む

シ
ス
テ
ム
型
輸
出
に
カ
ジ
を

切
る
必
要
が
あ
る
。
部
分
最

適
か
ら
全
体
最
適
へ
―
。
知

恵
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
基

づ
い
た
総
合
力
が
問
わ
れ
る

時
代
で
あ
る
。

　
総
合
力
の
基
礎
を
築
く
の

が
モ
ノ
づ
く
り
だ
。
環
境
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
Ｉ
Ｔ
、
化
学

な
ど
新
成
長
に
向
け
た
分
野

が
目
の
前
に
広
が
っ
て
い
る

が
、
果
実
に
結
び
つ
け
る
の

は
、
こ
れ
ま
で
日
本
企
業
が

培
っ
て
き
た
モ
ノ
の
技
術
が

不
可
欠
だ
。
「
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

新
た
な
需
要
を
生
み
出
し
、

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
」

岡
村
正
日
本
商
工
会
議
所

会
頭

。
モ
ノ
づ
く
り
の
底

力
が
日
本
創
生
の
原
動
力
に

な
る
。

民主導で新たな成長

【写真説明】右 日本郵船と東京ガス子会社が
共有する世界最大級の球形タンク型ＬＮＧ船
「エネルギーホライズン」。日本のエネルギー
安定供給へ期待がかかる
左上 三菱商事、三菱重工業などがアラブ首長
国連邦のドバイで建設・開通させた地下鉄「ド
バイメトロ」
左下 東日本大震災で大きな被害を受けた日本
製紙石巻工場が半年ぶりに生産を再開した

つくろう！日本

つくろう日本
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